
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自他を尊重し、自律する生徒 

保護者配付 令和８年１月２９日 
地域回覧        令和８年２月５日 

 

◇クエスト成果発表会 
 １月２１日(水)に、総合的な学習の時間（全校総合）「クエスト」の学習成果発表会を

行いました。今年度は『北条の未来のために…』～わたしたちにできることは何だろう～

をテーマに学習が始まりました。令和４年度には、冊子『HOJOじゃないよ KITAJOだよ』を

発行し、令和５年度には全体発表会、令和６年度には１５秒ＣＭづくりと続いてきた全校

総合です。令和７年度の学習には、次の４つのねらいを設定しました。 

①社会や生活と自分とのかかわりから問いを見出す。 

②新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする力を身に付ける。 

③課題の発見と解決に必要な知識・技能を身に付ける。 

④自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、解決に取り組み、成果をまとめ・表

現する。 

これらを達成すべく、全校生徒で９グループを

作り、それぞれのテーマ、探究対象を決め、学習

を進めてきました。テーマづくりからのスタート

なので、何を探究し、どのように深めていき、成

果をどのような形でまとめるか、という全体像が見えるまでに数時間を費やしました。 

当日は、受付名簿の記録では、保護者・地域の皆様１７名からお越しいただき、生徒の

発表に対して、質問や意見をいただきました。ご参観いただきました皆様、ありがとうご

ざいました。 

 

◇玲瓏会会則改正（生徒会専門委員会の見直し） 
 これまでの玲瓏会の専門委員会の変遷を、生徒会誌を見返して調べてみました。 

～Ｈ６ 風紀、図書、給食、保健、新聞、放送、販売、整備、奉仕 

Ｈ７ ～Ｈ12 風紀、図書、保健、給食、販売、広報、整備 

Ｈ13 ～Ｈ30 風紀、図書、保健、給食、広報、整備 

Ｈ31(R元)～Ｒ７ 風紀、図書、健康、広報、整備 

Ｒ８ ～ 環境、広報、生活 

 校舎の移転や生徒数の減少等に伴う改正が行われてきたと推察いたします。 

 このたび、生徒数の減少に合わせ、環境、広報、生活の３つの専門委員会を設置するこ

とが生徒会本部から提案されました。学級討議を経て、１月１９日（月）に臨時の生徒総

会で意見交換がなされました。その結果、提案通り採決され、令和８年度から、新しい専

門委員会で活動が行われます。 
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■ ２ 月 の 主 な 予 定 ■ 
月 火 水 木 金 土 日 

１月末現在、校舎周辺の積雪量が増えています。生徒の送迎をはじめ、ご来校の際には、交通安全

に十分ご留意ください。 
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２３ 

天皇誕生日 

２４ ２５ 

２年生 

修学旅行① 
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２７ 

２年生 

修学旅行③ 

２８ ３/１ 

□ ２月２日（月）、３日（火）は、後期定期テストです。 

□ ３月６日（金） 第７９回卒業証書授与式 

□ ３月24日（火） 令和７年度後期終業式 

□ 年度末、年度初めの休業は、３月25日（水）～４月７日（火）（予定）です。 

 

 

 ２月９日(月) キャリア講演会「人生は一期一会 ～見えなくても楽しく生きている～」 

  ＜講師＞ 横田 大輔 様 （小島整体室・整体師） 

  ＜時間＞ １３時４５分 から １４時３０分 

  ＜会場＞ 北条中学校 ランチルーム 

  ◆事前申し込み不要で、どなたでも入場可能です。直接、会場へお越しください。 

 

 

◇北条中学校 小さな幸せに気づこうキャンペーン 
 新年開始の全校集会で、１月を期間として、「小さな幸せに気づこうキャンペーン」を

行うと予告しました。学校だよりの前号で「熊」にまつわる話題を紹介しました。冬休み

の間、「くまモン」に関する本を読んだり、調べたりしている中で、発案者の小山薫童さ

んが、熊本県庁の職員あてに行った講演の次のような一節に心をひかれました。 

誰かをビックリさせるような、幸せな気持ちになるようなことをみんなで考えましょう。日

々の生活の中で、サプライズのネタになるようなものを見つけましょう。それを周りの人が、 

「あ、いいね」と言ってくれたら、それは人のためというより、結局は「自分たちが幸せになる

ことにつながる」と思います。日常の中に素敵なものを見つける、ということは、「見過ごして

いたものに気づく」ということでもあります。それが結果として

自分たちの暮らしを豊かにすることにつながります。 

２週間で２５件の「小さな幸せ」が寄せられました。集計し

ながら、私自身が幸せな気持ちになりました。集計結果は、生

徒玄関に掲示して紹介しています。    （校長 滝澤） 

再掲 


